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1957年 「国際市場」時代の住宅地図











新潟大学松井研究室論文より引用



建物、街を守る













































既存建物を木質改修による改善

公共地

それぞれの土地に合わせた街の木質化

私有地 共有地



景観

機能

保全

テクスチャ

街の利便、性能

街の安全、耐久

街における
木質材の複層利用

システム化



A.アーケード木質屋根
景観、機能

C.木ベンチ
機能
システム化

B.耐震木パネル
保全



A.アーケード屋根



A.アーケード屋根

木梁 30ｘ60

木梁 30ｘ60

木柱60ｘ60

木方杖60ｘ60

樫込み栓 15.2φ



A.アーケード屋根

風荷重による解析



A.アーケード屋根

・構造上は与条件（地震や風など外力）はどの材料でも同じ。

・外力に対して安全性を確保できる数値はどの材料でも同じにできる。

・ただし、状況において有利不利は当然発生する。

→建築的な要求スパン、厚み、開放性、立地性

→木造は特に部材の異方性、接合部、水に対する劣化は要検討



B.耐震木パネル

1階

2階

耐震木パネルを界壁にはめ込む



B.耐震木パネル

LVL , CLT耐震補強 施工方法



B.耐震木パネル



B.耐震木パネル



B.耐震木パネル



B.耐震木パネル

・既存建物の耐震補強は搬入や施工性の問題から、軽量な木パネルは相性が良い

・2層程度のRC造、鉄骨造は必要耐力が小さいため、簡易的な補強方法が
社会的に求められる。

・耐震木パネルは研究が途上段階で、十分な実験や論文が少ない。

→本体の躯体自体の耐力が低いため、分散配置が重要となる

→1か所あたりの耐震壁は耐力が小さくてすむ

→CLTパネルまでいかなくてもDLTパネルでいけるか…？



C.木ベンチ、デスク



C.木ベンチ、デスク

鋼製フレーム
→製材をはめ込むだけ

子飼商店街木ベン
チ

製材 120ｘ120
2.5m材



C.木ベンチ、デスク

乾燥

分解、製材

架構

組立



C.木ベンチ、デスク

木梁 30ｘ60

木梁 30ｘ60

木柱60ｘ60

木方杖60ｘ60

樫込み栓 15.2φ

部割を考慮した部材構成にしておく
1

2
0



C.木ベンチ、デスク

木資源をフェーズによる使い分けによって適材適所の利用



景観

機能

保全

テクスチャ

街の利便、性能

街の安全、耐久

街における
木質材の複層利用

システム化



建物、街を守る

人を整え、状況を安定させる

人間関係の構築

街に対する意思の創成

→街の人たちと協力して屋根補修
→イベントを行って愛着を持ってもらう

建物を健全な状態にする

景観、機能、保全するシステムを構築

適材適所に対応した維持方法

→木質化との相性の良さ

「ソフト」

「ハード」


